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簡易評価型プロポーザル提案書評価要領 

（長岡市生成ＡＩサービス提供事業者） 

 

１ 目的 

この要領は、簡易評価型プロポーザル方式により委託事業者を決定する場合における提案

書の評価方法について、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

２ 事業者の選考 

 (1) 企画提案書及びプレゼンテーションの評価及び事業者の選考は、本業務に関係する部

局の職員（以下「評価員」という）で行う。 

 (2) 評価員は、企画提案書の提出者かつプレゼンテーションの参加者の中から、最も優秀と

認められる事業者１者を選考する。 

 

３ 選考方法 

 (1) 提案内容が要件を満たしていない者、提案見積額が提案上限額を超えている場合は失

格とする。 

 (2) 企画提案書の記述項目及びプレゼンテーションの内容に関して、選考評価基準を基に

各評価員が採点する。 

 (3) 各評価員の評価点を平均して算出したもの（少数第２位を四捨五入）を参加者の評価点

とし、評価点の最も高い事業者を最優秀者として決定する。 

 (4) 評価点が同点となった場合は、各評価員による選考投票で過半数を占めた参加者を最

優秀者として決定する。１回目の投票で過半数を占めた参加者がいない場合は、最多得

票数の参加者と次点の参加者で決選投票を行い決定する。 

 (5) 提出された提案書が１件であった場合については、プレゼンテーション及びヒアリン

グをした後、審査、評価の上、協議し、適切と認めたときは、優秀な提案者として選考

する。 

 

４ 選考評価基準 

内容 主な評価の視点 配点 

事業理解度 

・本市の現状、課題を理解しており、本市にとって最適な提案と

なっているか。 

・生成ＡＩ活用、自治体ＤＸに関する国の方針や取組等を十分に

理解した上での提案となっているか。 

10 

事業実績 

・本市と類似した規模・環境において、生成ＡＩサービスを導

入した実績を有しているか。 

・生成ＡＩサービスの導入実績、関連業務実績は豊富か。 

10 

事業実施体制 ・提案を確実かつ効果的・効率的に実施できる体制が用意され 5 
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ているか。また、担当者は生成ＡＩサービスの導入に係る経

験、実績及びノウハウ等を有しているか。 

提案内容 

・運用開始までのスケジュールは妥当であり、円滑かつ確実な

サービス導入が期待できる支援内容であるか。また、サービ

ス導入に係る職員負担を軽減する工夫・提案等はあるか。 

・提案されるサービスが、直感的に理解しやすく、職員が容易

に利用できるユーザーインターフェイスを備えているか。 

・本市の業務に適したプロンプトの作成を支援する機能や独自

データに基づいて回答する機能など、本市の業務における利

用価値を高めるための機能や支援等が用意されているか。 

・本市が送信した情報がＡＩの学習に利用されないための機能

や情報漏えいを防ぐための機能、ユーザーログの蓄積・確認

など、安全に利用するための機能や支援等は十分であるか。 

・アカウント数や同時接続可能数は、本市職員が利用する上で

十分な数量が用意されているか。また、提案されているGPT-

4の利用可能な文字数上限は十分な量であり、上限を超過し

た場合の対応は、当該サービスを利用して業務を実施する上

で支障ないものとなっているか。 

・アカウントの作成や変更、アップロードしたファイルの差し

替えなどのメンテナンスについて、専門知識を有しない職員

でも可能な操作性を有しているか。 

60 

見積書 ・見積金額は妥当か。 5 

その他 

・情報セキュリティに対する習熟度と各種対策は十分であるか。 

 また、今後、個人情報等を含む業務へ利用拡大することが可能

なセキュリティが確保されているか、または確保される見込

みがあるか。 

・本事業を効率的・効果的に実施するための機能、ユーザーイン

ターフェース、運用方法等における独自性のある提案がなさ

れているか。 

10 

合計 100 

 


